
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】
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作成者生活環境
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各季別毎の交通安全運動期間中の事故防止活動及び各種行事・イベント等開催時の事
故防止活動
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 市民への交通安全の啓発、イベント開催時の交通指導活動など、引き続き必要な事業と考え
る。

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施） 各期別の交通安全運動期間の事故防止活動

は交通弱者を交通事故から守るためにも各
機関と連携をとりながら展開することは必
要不可欠であり、またイベント等開催時の
交通指導活動も観光客の交通安全のために
も必要があり、A判定と判断した。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

各期別毎の交通安全運動期間における交通事故防止活動や各種行事・イベント主催者の要望により、開催時の交
通事故防止活動を実施している。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

各自治体とも同様である。

春の交通安全運動時の新入学園児・児童に対する街頭指導やイベント開催時
の交通指導は感謝されている。
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